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＾
■

生

軸

拮

典

箏

垣

肪

止
〕

，
八

ｏ

屋
｝
蜷

害
珪
ぴ

当

藺
医
広

ｏ

鴉
田

黎
珀
工

程

は
．

目

岩
■

値

月

者

反

ぴ

螂

三

岩

＾
匿

蠣
ｏ

鴉

の

恒

用

に

畠

た

っ

τ

寛
一一
薯

１＝

対

す

る

髪

切

危

嗅

性

帥

由

る

．

合

に

眼

る
Ｊ

に

拙

す

君

螂

奥

切

危

唖

僅

が

自

石

Ｏ

台
■

こ

れ

筍

肥

危

政

性

崔
、

合

繧

曲

に

臭

行

可

能

な

咀

ｏ
，

ｉ

切
に

隙

去

又
は

艘

口

す

君

よ

う
、

次

の

告
号

荏

岩

●
し

τ

咀
叶

さ
れ

て

い

な

け

れ

ほ

な

ら
荘

い
、

一

取

掘

い

崔

宮

島
ヒ

す

着

こ

と
．

＝

必

１

に

店

じ
．

使

用

中

切

医
ｏ

＾

顯

か

昌

肥

砧

生

蜴

■

出

又

硅

■

●

華

合

理
的

に

臭

行

司

詑

な

垣

ｏ
，

ｉ

切

に

岨

ｏ

す

る

＝

と
．

…

曲

！
に

曲

じ
、

暑

、

虹

月

吉

及

ぴ

蠣

三

者

１＝

よ

る

匿

，
杣

凹

又
ほ

む

体

へ

切

竈

生

饒

椙
躰

崔

肪

止

す

苫

－
」

と
．

２

医
ｏ

杣

器
ヒ

生

肋

由

来

切

蜴

口

が

粗

み

込
虫

れ

て

い

る

ｏ

台
、

ｉ

切

な

入

手

先
、

ト

ナ
，

及

ぴ

ｏ
口

崔

邊

択

し
，

妥

当

性

胡

軸

詔

自

れ

て

い

君

不

拮

性

化
，

保

全
，

武

ｍ

及

ぴ

伺
Ｏ

宇

ロ

ヒ

よ

Ｏ
、

嚢

１＝

田

す

右

危

政

性

崔
、

合

理
曲

か

コ
ｉ

切

な
方

法

で

低

口

し

な

吋

れ

ぱ

な

茗

匿
竈

杣

聖
に

相

み

込

吉

れ

た

非

ヒ

ト

由
来

面

組
＾
，

莇
胞

政

ぴ

ｏ
口

＾
囲

下

「
非

ヒ

ト

由

来

岨
＾

箏
」

と

い

う
Ｊ

は
，

当
融

非

ヒ

ト

由

央

租

■

箏

田

蛯

月

目

的

に
応

じ

て

㍑

匡

学

的

に

行

理

及
ぴ

監

祖

吉

れ

た

聰

蜴

か
．
与
撰

取

さ

れ

な

旧

れ

ほ

右

昌

な

い
．

臼

迫

聰

売

簑

古

箏

は
、

非

ヒ

ト

由

虫

組

■

箏

崔

損

聰
し

た

舳

靱

切

口

白

地

ヒ

田

す
君

■

軸

壱

保

持

し
、

非
ヒ

ト

由

来

組

●

箏

伽

剋

坦
、

保

盲
、

硅

口

及
ぴ

聰
担

い
ヒ

由

い

て

＾

高

切

虫

全

性

崔

竈

操
し
、

か

コ
、

ウ
ィ

ル

貝

モ

の

他

の

伝

ｏ

性

竈

染

宝

拙

竈

切

た

由
、

岳

当

性

肺

〇

四

冒

血

て

い

看

カ

法

壱

用

い

て
、

当

政

匿

ｏ

ｏ

顯

田

螂

拍

工

程

に

お

い

て

モ

れ

昌

晒

陰

去

又

は

不

置

佳

化

壱

国

畳

こ

と
ヒ

よ

ｏ

安
全

性

症

拍

保

し

担

吋

れ

ぼ

な

昌

な

い
．

｛

匪

ｏ

杣

黎

ヒ

鉋

｝

込

ま

血

た
ヒ

ト

由
来

価

租

●
、

緬

胞

及
口

蜴

口

＾
風

下

「
ヒ

ト

由
来

担

＾

町
」

と

い
．
コ
Ｊ

肚
．

竈

切

な

入

手

先

か

昌

入

手

芒

拘

た

も

画

で

担

時

れ

ぱ

な

ら

な

い
．

聰

追

５
亮

蠣

吉

箏

帖
、

峠

ナ

ー

又

胆

ヒ

ト

由
来

切

ｏ

■
切

，
挽
、

ヒ

ト

由

来

組

■

箏

皿

剋

埋
、

保

存
、

武

饒

及
口

取

掘
い

に

主

い

て

暑

切
蛮

全

性

壱

○

倶
Ｌ
、

か

つ
、

ウ

ィ

ル

ヌ

モ

晒

他

田

伝

螂
性
日

藁

症

封

境

垣

た

め
、

望

当

性

胡

竈

田

吉

れ

て

い

君
カ

法

崔

用

い

て
、

当

政

匿

■

ｏ

雷

の

蟹

道

工

租
忙

由

い

τ

モ

れ

昌

の

昧

去

又

帖

不

括

性

化

を

囲
ｏ
、

安

全

性

荏

砧

俣

し

な

け

抗

ほ

な

昌

竜

い
．

柿

別

む

佃

生

軸

学

的

状

邊

に

あ

る

こ

と

を
芸

示

し

た

医

．

棚

署

は
，

颪

売

時

及

む

ｏ

造

颪
克

景

吉

箏
忙

よ

ｏ

脂

示

吉

れ

た
集

件

で
■

邊

及
ぴ

保

ｏ

す

昌

時

に

当

藺

雇

＾

蜷

豊

固

特

別
な

讐

生

ｏ

学

的
状

鰺

君

ｏ

抽

で

自

る

よ

う

に

咀

吠

咀
追

理
Ｕ

包

讐

さ

れ

τ

い

な

け

れ

ぱ

な
．ｂ

な

い口

竈

扶

蠣

で

出

荷

さ

れ

る

膣

ｏ

ｏ

器

は
，

再

使

用

が

不

司

佗

で

自

邑

包

芸

胡

な

吉

れ

昌

よ

う

田

叶

及
ぴ

口

追

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら
症

い
．

当

武

匿
■

ｏ

閨

面

包

姜

ほ

ｉ

切

む

手

●
ヒ

従

コ

τ
、

包

砦

切

曲

ｏ

又

硅

”

封

が

な

さ

れ

な

い

限

ｏ
、

颪

砧

吉

れ

た

時

点

で

竈

司

■

畠

ｏ
、

聰

拮

咀
売

賞

宕

に

よ

ｏ

て

指

示

さ

れ

た

■

造

及
ぴ

侃
■

魚

件

匝

下

で

鶉

ｏ

状

蠣

が

謹

帯

吉

抗
、

か

つ
、

膏

使

用

胡

不

司

岨

で

由

邑

よ

う

忙

吉

れ

τ

な

け

れ

ぱ

な
．』

な

竈

苗

又

拮

特

別

な

＾
生

助

掌
的

状
蟷

ヒ

あ

巷

こ

と

崔

去

示
し

た

嗜
ｏ

ｏ

豊

は
，

妥

当
性

が

ｏ

饅

吉

血

て

い

君

ｉ

切
な

方

珪

に

よ

ｏ

竈

藺

又

は

特

別

た

竈

生

ｏ

掌

的

択

蛆

に

す

昌

た

由

画

蛆

哩

が

行

わ

れ

た

上

で

鵯

邊

さ

れ
、

必

壷

に

応

じ

ｔ

箏

薗

さ

れ

て

い

な

け

打

膚

た

昌

な

い
，

饒

ｏ

症

施

さ

な

け

れ

ほ

た

昌

右

い

匿
ｏ

ｏ

需
は
、

ｉ

切

に

讐

理

吉

れ

た

状

坦

で

蠣

造

吉

れ

な

け
れ

ぱ

な

筍

な

○

非

竈

菌

匪

■

把

罰

切
包

皇

喧
、

当

饒

匡
，

蠣

署

切

品

，

壱

甫

と

吉

な
い

よ

う
前

定

砲

柵
拾

庇

荏

雌

持

す

る

も

面

で

な

け
れ

ぼ

な

自

な

い

使

用

前

に

竈

百

左

市

吉

な

け
れ

ぱ

な

ｂ

な

い

国

，

杣

完

肥

包

苗

吐

拙

生

蜴

汚

虫

の
危

瞠

性

を

＾

小

限

に

抑

え

得

る

よ

う

な

も

晒

で

右

け

れ
ほ

な

』
な

い

こ

の

ｏ

合

の

包

皇

は

竈

ｏ

方

珪

崔

肯

‘

し

た

ｉ

切

右

も

の

で

註

け
れ

ほ

血

ｂ
な

い

同

一

又

は

竈
佃

蔓

＾
が
、

饒

ｏ

及

ぴ

非
籔

■

垣

司

方

切

状

蛆

で

咀

宛
吉

れ

畳
ｏ

台
、

ｏ
者

は
、

剋

峯

書

ラ

ペ

ル

ヒ

よ

っ

て

モ
れ

宅

れ

が

国

刑
で

竈

君

よ

う

ー二

し

な

吋

加

岨

鉋

ら

な
い
．

＾
聰

造
又
は
使
月

嚢

忙
対
す
る
配
■
〕

口

九
晶

匿

轟

害

に

つ

い

て

は
、

茨

の

各

ｏ

忙

坦

げ

る

危

噴

性

が
、

合

坦

的

か

つ

竈

切

に

碕

去

又

時

低
ｏ

さ

れ

君

よ

う

１＝

股

叶

及

む

聰

迫

吉

れ

な

Ｈ

れ

ほ

な

昌

な
い
．

一

軸

理

的

特

性

に

凹
１

Ｌ

た
Ｏ

Ｏ

切
危

噴

性

＝

合

理

的

忙

干
捌

司
僅

右

外

昇
か

筍

切

昆

■

又

胆

齪

坑

条

件

に

田

〕
す

看

危
饒

性

三

珊

砧

切

扶

帽

で

使

用

中

１＝
拍

蛯

す
る

司

嘗
性

田

あ

君

貝

耕

料
、

勒

□

及
ぴ

ガ

ス
と

切

同

時
使

用

に

山

辿

す

巷

危

噴

性

四

蜴
日
胡

暴

匿
竈
，
哩
忙
ｏ
入
す
る
危
膜
性

五

櫨
休
圭

倶
固
す

る
危
饅
性

六

研

究

又

ほ

浩
，

晒

た

由

に

ｏ

砧

ｏ

用

さ

れ

居

他

の

雷
ｏ
仙
鴉
冥
は
体
外
診
｝

用
医
箏

＾
と
相
互

干
捗

す

昌

危

瞳

性

七

保

守

叉

硅

饒

正

胡

不

可

蠣
な

ｏ

合
，

使

用
材

料

胡

究
化
す
暑
Ｏ
台
又
は
邊

定
岩
Ｌ
く

は
｝
口

の

２

切

＾

皮

が

低

下

す

君

■
合

な

ど

に

晃

生

す

昌

危

饒

性

２

匿
．
杣
聖

は
、

幕

価
性

月
及
む
｝
一
田
誼
口
扶
旧

に

主

い

て
，

火

災

又

胆

”

莞

晒

危

嘆

性

壱

＾

小

国

’

に

抑
え

る

よ

う

股

叶

垣

ぴ

蠣

茜

さ

血

て

い

邊

け

ｈ

ほ

な
、占

右
い
．

可

帽

性

饒

口

又

ば

ｏ

売

竈

田

｝

，

に

拍

ｏ

し

て

使

月

吉

れ

昌

匡

“

邊

胆

１＝

つ

い

て

ほ
、

竈

心

田

注
竈

を

払

ｏ

τ

岨

叶

及

ぴ

聰

遣

し

な

け

九

ぱ

な

ら

な

い
．

呂

屋

竈

ｏ

害

は
、

す

ぺ

て

の

唖

｝

軸

晒

宝
全

な

処

理

壱

尋

Ｏ

に

で

音

る

よ

う

１＝

咀
叶

政

ぴ
四

造

さ

れ

て

い

な

肺

れ

虐

な

ら

な

い
．

＾
竈

定

又
は

哩

饒

ｏ

雌

に

瑚
す

る

己
ｏ
〕

，

十
＾

日
定

杣

能

吉
む

す

る

匿

，

ｏ

讐

は
、

モ

晒

芥

正

竈
性

が

息
宕

仁

■
犬

世

，

螂

，

を

及

時

す

司

僅

性

が

畠

る

■
合
、

当
破

匿

看

器

の

使

用

目

曲

に

用

ら

し
，

十

分

な

正

‘

性
、

制

崖

政

ぴ

安

定

性

崔

右

す

る

よ

う
，

股

甘

及

ぴ

理

道

吉

れ

て

い

世

叶

れ

ほ

な

ら

な

い
．

正
砧

性

切

囲

界

暗
．

蜆

造

亜

売

賞

吉

埴

忙

よ

つ

て

示
吉

れ

担

け

れ

ほ

肚

昌

右

い
．

２

饒

饒

用
匿

■

把

智

肚
、

モ
田

但

用

目

曲
１＝
曲

じ
、

ｉ

切
右

科

苧

的

及

ぴ

技

媚

曲
方

法

に

■
づ

い

τ
．

十

分

な

正
ｏ

性
、

｝

虜

及
む

虫

定

性

を

得

昌
れ

る

よ

う

に

唖

計

及
む

蜆

造
吉

れ

τ
い

な

け

れ
ぱ

な

昌

な

い
．

唖

肝

に

あ

た

ラ

て

ほ
、

底

阜

特

昌

性
、

正

＾

性
，

反

担

性
、

再

現
性

萎

既
知

の
干
捗
目
困
価
笹
理
並
ぴ
に
捜
出
阻
兄

に

竈

切

な

注

竈

壱

払

ｂ

な

け

れ

ぱ

な

昌

な

い
．

ヨ

硅

饒

用

匿

竈

ｏ

鴉

田

性

帽

帥

饒

正

邊

文

は

ｏ

ｏ

饒

日

の

ｏ

用

に

佐

有

し

τ

い

る

■

合
、

，
」
れ

昌

の

岐

正

器
又

は

Ｏ

皐

Ｏ

日

１＝

｝

Ｏ

当

て

ら

抗

て

い

る

‘

田

，

及

性

は
、

品

日

竈

！
一ン

貝
テ

ム

崔

Ｏ
Ｌ

て
保

硅
吉

れ

な

け
れ

ほ

な

昌

な

い
．

４

捌

定

皇

■
、

モ

ニ

タ

リ

ン
ク

芸

□

又

は

去

示

善

■

の

目
‘

ｏ

は
，

当

藺

臣
ｏ

ｏ

聖

田

邊

月

目

的

に

忘

じ
．

人

両

工

学

曲

な

篶

点

か

昌

股

叶

吉

れ

な

け

れ

ぼ

な

ら

な

５

鼓

仙

て

去

鶉

吉

れ

た

■

に

つ

い

て

直
，

可

能

担

縢

Ｏ

■

串

化

吉

れ

た

一

佃

曲

症

｝

位

壱
使

用

し
、

医

，

杣

舘

垣

使

月

者

に

理

｝

さ

打

る

も

の

で

な

け

れ

ほ

た

昌

な

＾
苗

蜆

ｏ

に

封

す

る

防

箏
〕

，

十

一

‘

国

■

杣

稻

は
、

モ

の

値

用

目

曲

１＝

油

ヨ

て
、

治

蠣

及

ぴ
苗

断

画

た
由

１＝
ｉ

正

左

水

軍

切

放

咄

’

切

照

射

崔
軸

げ

ξ
』
と
な
く
．

暑

．

使
月
音
政
口

暮

暑

へ
晒
技

射
＾
撞
■

望

量

申

か
コ
ｉ
切
に
恒
む
†
る

よ

う

股

甘
、

鵯

担

及

ぴ

包

量

昔

れ

τ

い

な

け

れ

ぼ

な

筍

２

匿

＾

棚

鴉

の

抽

射

Ｏ

出

カ

ー＝

つ

い

て
，

匡

■
上

モ
切

有

用

性

が

放

肘

‘

田

胴

哺

ー二
伴

う

危
噴

性

壷

上

回

畳
と

判

断

吉

れ

君

特

定

晒

匿

■

目
的

の

た

畠

に
、

口

ｏ

鶉

生

田

思
れ

ヱ

肚
ｏ

在

由

な
危

吉

が

生

Ｕ

る

水

｝

切

司

祖

又

は

芥
可
祖

画

葛

＾
胡
鴉
哺
吉
れ
若
よ
う
股
甘
さ
ｈ
τ

い

君

ｏ

台

に

竜
い

て

は
、

竈

‘

が

使

月

者

に

よ

「

て

刷

ｏ

τ

嘗

る

よ

う

に

胆

甘

さ

れ

て

い

な

吋

れ

直

な

筍

な

い
．

当

縢

屋

，

ｏ

器

肚
，

田

邊

す

る

司

査

パ

ラ
メ

ー

タ

切

酢

毎

さ

れ

君

公

讐

内

で

再

引

性

が

保

畦

さ
れ

る

よ
う

咀

叶

及

口

蟹

迫

吉

れ

τ

い

た

け
れ

ぱ

桂

呂

た

い
．

ヨ

匿
，

Ｏ

器
が
、

Ｏ

在

的

１＝
□

吉

莞

生

切

邊
ｈ

的

あ

呂

可

視

又

ほ

示

可
視

切
量

哺

’

崔

用

射

す

る

も

の

で

あ

巷

■

合

に

お

い

τ
は
、

必

！

に

由
じ

照

射

荏

拍

盟

で

岩

君

視

竈
的

圭

示

ヱ
肚

與

竈

曲

●

ｏ

荏

＾

仙

し

τ

い

な

吋

れ

ぼ

な

筍

店

い
、

｛

匿

嚢

害

は
、

竈

画

し

な

い

＝

次

放

咀

芯

又

肚

倣

乱

む

に

よ

右

息

者
、

使

用

宕

及
口

螂

三

者

へ

田
桂

●

を
司

能

な

咀

ｏ

嘔

口

す

る

よ

う

岨
計

及
む

與

適

吉
れ

て

い
た

け

れ

ほ

た

昌

右

い
．

５

拙

射

＾

壱

韻

咀

す

君

匿

＾

杣

盟

の

亜

殻

脱

明

■

に

は
、

照

射

す
君

肇

＾

画

性

■
、

息

音

及

ぴ

債

用

岩

１＝

拙

す

る

肪

口
宇

囲
■

目

使

月

切
防

止

法

並

ぴ

に

獺

付

中

の

固
有

晒

信

嗅

性

の
排

陰

カ

法

１＝

つ

い

て
，

畔

佃

な

仙

箏

胡

咀
＾

自

れ
て

い

な

け

れ

ほ

な

ら

担

い
、

５

■
‘

抽

蜆

ｏ

壱

用

射

す

呂

医

■

ｏ

器

は
、

必

亘

に

応

じ
、

モ

肥

使

用

目

曲

に

盟

呂

し

て
、

照

射

す

る

拉

射

饒

の

饒

＾

ｏ
何
苧
曲
及
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
布

＾
又

は
＾

日
〕

を

控

コ

及

口

｝

蠣

で

き

畳

よ

う
、

瞠

甘

及
ぴ

回
遣

さ

加

胞

け

帥

膚

な

昌

な

い
．

７

■
■

督

饒
岳

照
蜻
す

君
蛯
靹

用
匪
｝

杣
里
瞠
、

息

岩

及
む

使

月
宕

晒

■

■
散

射

ｏ

切

披

■

崔

＾

小

岨

に

抑

え
、

所

定

由

蛯

靹

目

的

崔

邊

症

す

る

た

由
．

ｉ

切

な

画

○

又

直

田

カ

ｏ

ｏ

の

日

壱

ｏ

出

着

よ

う

出

甘

及

む

四

追

さ

れ

て
い

な

け

れ

直

な

；

鉋

い
．

８

■

■

放

尉

‘

崔

嗣

岨

す

君

泊

■

月

匿
竈

杣

器
肚
、

用

射

す

ぺ

昔

‘
－
－．

ピ

ー

ム

田

Ｏ

，

及

ぴ

エ

ネ

几

キ

ー

並

む

忙

必

！

に

応

じ

技

肘

ｏ

ビ

ー

ム

切

エ
ネ

ル

ギ

！

会

布

を

ｏ

実

ヒ

モ

ニ
タ

リ

ン

グ

し
，

か

つ

制

蠣
で

吉
る

よ

う

設

甘

及

む

蜆

造

さ

れ

て

い

右

け
れ

ぼ

抽

ら
荘

い
．



０２号外第 ６８ 号官火曜日平成 １７ 年 ３ 月 ２９ 日

＾
帖
ｏ

型

屋
＾

＾

埋

に

封

す

君

目

ｏ
〕

，

十

二
‘

■

子

ヲ

ロ
グ

ラ

ム

シ

ス

テ

ム

崔

内

竈

し

た
医

竈

ｏ

顯

硅
．

ソ

フ

ト

ゥ

ェ

ア

を
吉

由

て
、

モ

晒

佳

月

呂

的

１＝

籏

筍

し
、

＝

打

昌

切
一
ン

ヌ

テ

ム

垣

再

現

珪
、

Ｏ

Ｏ

性

及

ぴ

性

蛇

が

‘

俣

さ

れ

る

よ

う

皿
叶

さ

血

て
い

た

貯

抗
ぼ

店

昌

右
い
．

吉

た
、

一ソ
ス

テ

ム

に

一

コ
で

も

故

口

那

晃
生

し

た
■

合
、

皇

行

司

瞠

な

阻

ｏ
、

当

饒

散

口

か

．ｂ
択

生

す

君

危

口

性

を

ｉ

切
１：

｝

去

ヱ

肚

籟

Ｏ

で

自

る

よ

う
．

ｏ

切

な

手

段

出

＾

じ

昌

れ

τ

い

な

け

れ

ほ

な

昌

な

い
．

２

肉
剖

■
竈
匿

看

器
晒
■
圧
箏
垣
査

舳
が
．

届
吉

の

虫
全

に

亡

拮

螂

●

宕

及

ほ

す
■

合
，

■

カ

砒

畦

状

睨
崔

判

別

†

昌

手

副

が

口

ｕ

昌

れ

て

い

な

け

抗

ほ

疽

昌

店

茗

外
部

ｉ
蜆
匿

看

鴉
で
，

停
■
が

暑

の
虫

全
１＝
■

籏
す

畳

む
合
．

仔

■
忙

よ

る

■

カ

供

胎

示
ｏ

を

知
呂

世

る

■

靱

シ

ス
テ

ム
が

内

竈
さ

れ

て

い

左

吋

れ

ほ

な

昌

な

｛

息
者

切

臼

味

パ

ラ

メ

ー

タ

切

一
コ

與

上

皇

モ

ニ

ク

に

皇

示
す

る

匿
ｏ

仙

邊

胆
、

＾

音

加

屍

亡

又
は

■

■

な
■

＾

口

０

１＝

コ
た

が

る
状

竈

に
酷

コ

た

■

合
、

モ

抗

崔
使

用

者

に

知

昌

せ

る

ｉ

切

な
■

ｏ

シ

ス

テ

ム

が

只

■

さ

血

て

い

な

け

血

ぼ

な

告

右

い
．

Ｅ

園

広

蜷

巴

は
．

竈

讐

田

値

用

目

ｏ

に

お

い

て
．

当

咳

匪
■

ｏ

讐

又

ほ

他

団

邊

品

の

作

舳

壱

ｉ

た

う

悪

れ

晒

畠

る

口

獺
的

干

お

田
売

生

リ

ヌ

ク

崔

合

理

的
■

か

コ
ｉ

切

１＝

任

口

す

石

よ

う

齪

甘

及
ぴ

聰

遣

さ

れ

て

い

な

け

れ

ぼ

な

昌

右

い
・

目

医

轟

邊
ほ
，

着
囲
吉
れ
た
方
桂

で
担
作

で
吉
君
た

苗

に
、

■
甜

明

肪
吉

に

蛸

す

昌

十

分

な

内

在

曲

舳
性

を

鐵

荊

す

昌

上

う

に

股

甘

及
ぴ

鵯

造

さ

れ

て

い

左

け

血

ば

左

ら

屯

い
．

７

屋

■

杣

鴉

が

蜆

迫

□

売

彙

岩

箏

に

よ

ｏ
拍

示

吉
抗

た

と

由

ｏ

忙

正

帖

に

邊

付

け

昌

血

及

ぴ

倶

寺

昔

れ

て

お

ｏ
，

ｏ
帖

也

用

及
口

＾

一

鼓

□

状

帽

に

培

い

て
．

＾

晃

的

担

■

■

リ

ス
ク

吉

可
蛇

な

岨

ｏ
肪

止

で

，

呂

よ

う

哩

叶

及

口

聰

造

吉

血

τ

い

な

吋

れ

ほ

な

昌

な
い
．

竃

軸
的
危
艘
性
ヒ

対
す
着
臼

ｏ
〕

口
十

三

■

屋

轟

器

は
、

聰

作

缶

跣
，

苓
安

定
性

及

ぴ

司
與
部
分
ヒ

■
コ
す

君
ｏ
拍

曲
危
艘
性
か
昌
，

薯

皿

ぴ

使

月
‘

崔

肪

□

す

｛

よ

う

咀

甘

及

口

，

造

さ

れ

て

い

な

け

血

居

た

昌

な

い
．

里

匿

■

ｏ

鶉

胆
、

信

ｏ

売

生

胡

仕

ｏ

上

切
性

能

垣
一

つ

で

あ

昌
ｏ

合

崔
峠

岩
、

特

忙

売

生

籟

に

畠

け

昌

鉋

聰

抑

制

晒

た

由

晒

接

桐

坦
歩

中

既

右

切

量

術

に

用

昌

し

て
、

園

ｏ

杣

鶉

自

体

か

筍

売

生

す

る

拮

舳

ヒ

起

国

す

暑
危

険

性

虐

真

行

可

龍

荘

縢

ｏ

■

も

任

い

ホ

，

ヒ

低

ｉ

す

る

よ

う

股

叶

及
ぴ

蜆

造
さ

れ

て
い

な

け

血

旺

店

呂

な

い
．

ヨ

匿

ｏ

■

巴

借
、

竈

音

晶
生

が

仕
む

上

晒
性

値

晒

一

つ

で
畠

呂

ｏ

合

岳
ｏ

自
、

特

ヒ

晃
生

竈

忙

由

け

着

竈

晋

抑

血

の

た

め

晒

捜

莇

辿

歩

や

既

吉

晒

技

術

忙

獺

昌
し

て
、

匿
■

Ｏ

鴉
自

体

か

昌

見

生

す

召

螂

音

１＝

起

国

す

看

危

饅

桂

吉
、

可
岨

な

個
ｏ

＾

も
値

水

｝
ヒ

抑

え

る

上

う

咀

甘

及

ぴ

蜆

迫

さ

れ

て
い

な

け
加

ぱ

な
昌

な
い
．

４

崔

用

讐

湘

ｏ

作

し

な

吋

れ

ほ

左

昌

な
い

■

気

ガ

ヌ

叉

ほ

ホ

庄

式

着

し

く

岨

空

庄

式

晒

エ

ネ

ル

ギ

ー
疽

１：

拍

｝

す

君

■

末

及

口

借

饒

部

牲
、

可

能

性

切

あ

る

す

ぺ

て

の

危

饅

性

胡

＾

小

匝

に
抑

え

昌
血

る

よ

う
、

出

叶

及

ぴ

聰

遣

昔

ｈ

て
い

な

け
れ

同

鉋

昌
な

い
．

５

匿

■

仙

閨

画

う

ち

巷

口

忙

ｏ

れ

巷
１
』
と

垣

で

昔

る

部

分

＾
■

固

的

ヒ

加

卿

又

は

一

定

＾

由

皇

‘

持

す

る

甜

分

崔

除

く
．
－
及
び

モ

切

■

辺

曲

は
、

ｏ

宕

伽

使

用

ヒ

由

い

て
．

竈

在

的

忙

危

瞠

む

＾

臼

に
迫

す

る

こ

と

切

な

い

よ

う

１＝

Ｌ

症

け

れ

ぱ

掴
筍

な

い
．

宝

ネ

ル
ギ

ー

壱
供

胎
す
君

匿
臼

垣
智

に
封
す

暑

ヨ

ｏ
－

口
十

四
箒

口
吉
ヒ

エ
ネ
ル

ギ
■
又
帖
帖
■
壱
侠
胎
す
君

匿

竈

竈

讐

は
．

口

著

及
ぴ

也

用
者

面

虫
全

壱

保

肚

す

昌

た

由
、

供

胎

■

の

咀
定

及

ぴ

邊

冊
出

で

き

畳

よ

う

咀

叶

及

ぴ

聰

追

さ

れ

て

い

症

け

れ

Ｈ

な

筍

右

い
．

呈

匿
，

担

稻
仁

は
，

危

艘

が

及

ぶ

思

れ

切

由

君

乖

ヨ

正

右

エ

ネ

ル

ギ

ー

叉

吐

ウ

ロ

垣
候

胎

壷

肪
止

又

は

●

告

す

る

手

段

が

＾

ｏ

吉

れ
．

エ

ネ
ル

キ

ー
ｉ
“
又

喧
朝

□

価

供

借

ｏ

か

昌

の

危

嗅

■

切

エ

ネ

ル

キ

ー

や

ｏ

■
の

何

売
曲

直
放

出

壱

司

岨

な

囲

ｏ

肪

止

す

君

ｉ

切

な

手

厘

が

，

じ

昌

抗

て

い

疸

庁

れ
直

世

昌

な
い
．

ヨ

匿
ｏ
杣
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